
老朽化した公共施設を災害に強く、地域の活気を生み出し、
将来の負担を減らす形で再編する

施設全体を最適化する取り組みです。

今回の庁舎整備は「建物の建て替え」だけが目的ではありません。
町にある公共施設全体を見直し、「災害時に町民の命を守れるか」「行政機能が止まらずに動き続

けられるか」「将来の維持費や町の負担を増やさないか」これらを考え、「経営の視点」を大切にし、

効率的な運用と持続可能性をしっかりと考慮しています。

町の安全を支える中枢として位置づけます。

また、それぞれの施設に役割を持たせ、使い分けることで、

• 災害時には命と安心を守る • 平常時には人が動き、経済が回る 町の形を目指します。

「命 ( 安心 ) を守り、人 ( 経済 ) を生む」まちづくりが可能になります。

庁舎整備の基本的な考え方

庁舎整備の目的「二拠点推進」の考え方

平常時は町のにぎわい・
交 流 場 所 。 災 害 時 に
上市エリア周辺の住民が
避難できる場所。

命（安心）を守り、人（経済）を生む町有資産の活用

【まちの司令塔(意思決定)・
行政・交流】

吉野町中央公民館

【賑わい・交流・産業創出】
旧吉野小学校

【災害対策拠点
（防災・BCP＊1）】
旧吉野北小学校

災害時平時も機能する拠点
→災害対応・危機管理・遠隔対応の中心

※大規模災害時の対策資源
（吉野運動公園）と連携

人が歩き、集まり、交流が生まれる場所として位置づけます。

・鉄道と川の風景→歩きたくなる、滞在したくなる街並み。
・近鉄と奥村組→民間の力と連携し、町の資源を生かす。
旧吉野小学校を中心に、交流・にぎわい・産業につながる
動きを作り、町の中でお金と人が回る流れを生み出します。

県との連携
→道路・土地利用を含めたインフラ整備

防災まちづくりに向けた協定や連携

命を守り、安心を生む

経済・資源(駅舎・鉄道)の循環を生む

龍門エリア

上市・吉野エリア

＊1 BCP（Business Continuity Plan：事業継
続計画）とは、地震や感染症、サイバー攻撃などの
緊急事態において、損害を最小限に留め、中核事業を
早期復旧・継続させるための行動計画です。

旧吉野小学校 町中央公民館 旧吉野北小学校

〈役割〉
賑わい・交流・産業創出

〈役割〉
まちの司令塔・行政・交流

〈役割〉
災害対策拠点(防災・BCP)

交流・にぎわい

サウンディング調査結果

→民間利活用の可能性高い

サウンディング調査結果

→民間利活用の可能性低い

民間活用→奥村組 住民活用 / 行政 行政主体
令和９年４月OPEN予定

年間来客想定人数
最大約24,000人

雇用創出想定人数
20人程度

（飲食/清掃/フロント等雇用を想定）

奥村組投資額（見込み）

約2,700,000千円

年間利用人数
約20,000人

まちを育む地域交流・
滞在型研修施設

吉野町の地域活力を創造・

創出、また、民間活力活用の

拠点として、当該施設及び

周辺の利活用を進めます。

災害時に県との連携をしやす
い場所。※命を守る投資龍門エリア

吉野・上市エリア
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1 建築・設備等調査業務

2 課題整理・諸官庁協議等業務

3 設計発注業務支援（基本ゾーニング、粗概算）

4 基本設計・実施設計

5 工事

R7年度 R8年度 R9年度 R10年度
工程大枠

財源確保のために、緊防債や防災・安全交付金など、各種制度
や補助金を積極的に探究・活用し、行政機能を災害時でも
維持できる体制の構築を目指します。効率的な財源の使い方に
より、自治体の安定した運営を支えていきます。

基本設計や実施設計を具体的に進め
ることで、財源確保に取り組みます。

将来負担を減らす
今後の動き

県誘致に向けて協議中

庁 舎 整 備 等 調 査 特 別 委 員 会
令 和 8 年 2 月 2 4 日 ( 火 )
町長公室(庁舎・拠点整備推進室)



町中央公民館

旧吉野北小学校

検討内容（想定）

庁舎整備の費用抑制の考え方

庁 舎 整 備 等 調 査 特 別 委 員 会
令 和 8 年 2 月 2 4 日 ( 火 )
町長公室(庁舎・拠点整備推進室)

吉野町基本計画策定支援業務の進捗報告と今後の展開

具体的な作業内容と予算を設定

業務内容

①敷地および建造物

等の現状把握

契約額：3,960千円

具体的な内容

建築物、設備、インフラの調査

現況調査報告書の作成

業務内容

②問題点・課題の

抽出

予算額：7,040千円（見積額）

具体的な内容

建築物の転用に伴う課題と改善案を

提示、敷地全体の利用方針検討

（駐車場や進入路など）

諸計画との関係性整理

〈令和8年2月~〉

上記①完了後着手

吉野町・専門業者

・業務②は①で作成した調査報告書を基に進めます。
・業務②が完了した段階で公民館・旧吉野北小学校の法的な整理
が完了している状態を目指します。

基本計画策定完了〈令和8年12月を目標〉

設計仕様書・積算書の作成
配置案に基づき設計仕様書を作成します。

〈例〉
事業手法の検討／庁舎機能や構造設計、木材利用計画の
検討／事業スケジュール・概算事業費の算定／諸官庁協議

基本設計・実施設計

議 会

工事着工

令和 8年３月議会 :繰り越し予算の説明・承認

調 査 結 果 ・ 方 針 説 明 ・ 決 定

【調査完了次第】設計仕様書に係る予算の計上

費 用 ・ 財 源 確 保 に む け た 説 明 ・ 検 討

令和 8 年 1 2 月議会 : 設計予算 の計上

・用途変更しない前提で計画

（公民館機能を維持）

・耐震壁を維持

・1階/4階/5階を使用

・まちの司令塔/行政/交流の役割

・用途変更する前提で計画
・耐震壁を維持
・北館：県誘致・吉野町
南館：吉野町
・災害対策拠点
（防災・BCP）の役割

緊防債などの各種制度や国庫

補助金を積極的に探究・活用し、

コストカットに努めます。

緊防債や国庫

補助金など

公民館機能や県使用箇所を維

持しつつ、改修箇所を抑え費用を

極力抑えるよう努めます。

＜改修費に関する考え方＞

＜改修費に関する考え方＞

町負担 町負担
削

減

調 査 に 基 づ く 配 置 案 の 提 示

調 査 に 基 づ く 配 置 案 の 決 定

配 置 案 に 基 づ く 配 置 計 画 の 決 定

令和７年度庁舎整備事業予算22,500千円のうち、

繰り越し予算額：11,000千円(① 3,960千円＋②7,040千円）


